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大学所蔵非文献資料を対象にしたリポジトリの構築  
堀井	 洋 1)	 	 林	 正治 2)	 	 堀井美里 1)        高田良宏 3)      古畑	 徹 4) 

1)合同会社ＡＭＡＮＥ        2）一橋大学情報基盤センター     
3) 金沢大学総合メディア基盤センター       4)金沢大学資料館 

 
	 大学など高等学術機関に所蔵されている文献以外の学術資料（非文献資料）は膨大かつ多種多様であり，これ

らの組織横断的な情報共有については，学術成果の公開や資料保存などの観点から関心が高まっている．喫緊の

対策が求められている退職する教員が研究の過程において収集・生成した学術資料の散逸防止や，大学創設時か

ら近年までの教育研究資料の保存など，大学機関特有の学術資料に関する課題も多い．このような状況を鑑みた

場合に，非文献資料を対象にした機関間での情報共有や連携を実現するための横断的な非文献資料リポジトリの

実現が急務である．本報告では，金沢大学資料館ヴァーチャルミュージアム構想におけるデジタルアーカイブ構

築を事例として，大学所蔵の非文献資料リポジトリ構築の基礎となる非文献資料のメタデータの設計・実装およ

び非文献資料リポジトリの基礎的な構築について，概要と現状を報告する． 
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University museums in Japan possess various and huge non-bibliographic resources．In recent year, 
social concern about exchanging and sharing of academic resources included non-bibliographic 
between universities is increasing. However, in actual situation, there are some problems about 
preservation and digitalization of academic resources.  The purpose of this paper is to show the 
concept of repository for non-bibliographic for university museum． 
 

１．はじめに 
大学など高等学術機関に所蔵されている文献

以外の学術資料（非文献資料）は膨大かつ多種

多様であり，これらの組織横断的な情報共有に

ついて，学術成果公開や資料保存などの観点か

ら関心が高まっている．さらに喫緊の対策が求

められている退職する教員が研究の過程におい

て収集・生成した学術資料の散逸防止や，大学

創設時から近年までの教育研究資料の保存など，

大学機関特有の学術資料に関する課題も存在す

る． 
	 その一方で、文献資料に関しては各大学図書

館において所蔵図書機関リポジトリが構築・運

用されているのに対して，非文献資料に関して

は大学組織を横断した非文献資料リポジトリの

構築は実現されていないなど，大学機関におけ

る非文献資料情報の取り扱いについての統一的

な仕組みが存在していないのが現状である[1][2]．
このような状況を鑑みた場合に，非文献資料を

対象にした横断的な非文献資料リポジトリの構

築・普及が急務であると考える． 
	 本報告では，金沢大学資料館ヴァーチャルミ

ュージアム構想におけるデジタルアーカイブ構

築を事例として，大学所蔵の非文献資料リポジ

トリ構築の基礎となる非文献資料のメタデータ

の設計・実装および非文献資料リポジトリの基

礎的な構築について，概要と現状を報告する． 

２．非文献資料の情報公開について 
２．１	 非文献資料の定義 
	 「文献資料」「非文献資料」の定義について

は，取り扱う組織や運営形態により，複数の解

釈や基準が存在する．本研究では，「大学機関



において附属博物館・資料館（以下，大学博物

館）が主体的に取り扱う資料」を「非文献資

料」として定義する．その範囲は，古文書や絵

図などの紙資料から，標本や実験試料などの立

体資料までを広範囲に含む．さらに大学内の講

座や研究室が所有する標本・出土品などの資料

や実験データなどについても取り扱う範囲とし

て想定・考慮する． 
 
２．２	 金沢大学資料館における非文献資料 
	 金沢大学資料館では，ヴァーチャルミュージ

アム構想の一環として，所蔵資料のデジタルア

ーカイブ化と公開に向けたリポジトリ構築に取

り組んでいる．これまでにデジタルアーカイブ

化した資料は，明治・大正期を中心とした金沢

大学の前身である旧制の各学校で使用された科

学実験機器・標本や当時の学生を記録した写真

および校舎等の建築図面である． 
	 その中でも，旧制第四高等学校物理実験機器

資料（以下，物理実験機器資料）は，熱学・光

学など複数分野から構成される約２００点の資

料群であり，明治期に設立された高等教育機関

である旧制第四高等学校において科学技術教育

に使用された[3][4]．これらは、日本の科学教育
史の詳細と変遷を理解する上で重要な学術資料

であると同時に，実験機器の多くが海外で製作

された輸入品であり，当時の世界的な機械設計

思想および加工技術，デザイン・装飾の傾向を

反映している点も非常に興味深い．同時期に全

国の旧制高校などの高等教育機関で使用された

物理実験機器資料は，京都大学（旧制三高）を

はじめとする全国の各大学に所蔵されているこ

とが先行研究により明らかとなっているが，そ

の詳細な現存状況を機関横断的に解明にする試

みはごく僅かである[5]． 
 
２．３	 大学博物館所蔵資料の特徴 
	 一般的な大学博物館が所蔵する非文献資料と

それを取り巻く状況には，以下のような特徴が

存在する． 
 
①	 多様性と細分化された専門性  
大学博物館の重要な役割として，大学内の

研究・教育活動で生成された資料の保存・

蓄積が挙げられる．大学博物館が取り扱う

資料は，出土品・古文書など人文科学系の

資料，自然科学系・医学系の標本類・試料

類，工学系における実験データなど，細分

化された専門分野に対応して多岐にわたる．

さらにそれぞれの資料に付随する学術情報

が詳細かつ専門的であることも特徴であり，

これらをどのように統一的な形式で取り扱

うかが，非文献資料リポジトリを構築する

上で重要な課題となる． 
 
②	 資料情報利用者・方法の想定  
従来から大学博物館に所蔵されている資料

は，主に研究者や学生など学術関係者によ

り学術研究目的に利用されてきた．しかし

昨今では，高等教育機関の学術情報公開や

研究成果のアウトリーチが強く求められて

おり，大学博物館も一般市民に開かれた学

術情報提供機関としての役割が期待されて

いる．非文献資料リポジトリについても，

学術研究者のみが理解・利用できる学術研

究情報源としてだけではなく，児童向けの

教育や生涯学習などの一般市民の利用を広

く想定した学術情報の提示方法が実現を意

識する必要がある． 
 

③	 学 術 分 野 の 融 合 と 情 報 更 新  
 近年，大学においても異分野融合など，新
しい学問分野創出の試みが盛んであり，学

術資料に対しても既存の学術分野に捕われ

ない新しい学術的視点からの資料分析が行

われている．さらに，民間組織との協力や

自治体との連携なども活発である．この結

果，所蔵資料に関する学術情報の更新頻度

が高まることが予想される． 
 
３．非文献資料リポジトリの構築 
３．１	 非文献資料リポジトリへの要求 
	 非文献資料リポジトリの構築に際して，構築

システムに要求される条件は以下の４点である． 
１．	 人文科学・自然科学・社会科学・工学・医

学領域を含む幅広い学術資料への対応 
２．	 組織間・機関間での横断検索など，拡張性

の考慮 



 
３．	 実際の運用環境における使い易さ 
４．	 既存システムとの連携および構築コストの

削減 
 
	 資料の多様性・専門性については前述の通り

であるが，それらのメタデータをどのように統

一的な基準で記述するかが非文献資料リポジト

リでは重要になる．この点については，次節に

おいて述べる． 
	 組織間・機関間の横断検索など，情報共有・

連携は，非文献資料のデジタルアーカイブ化を

実施する上で実現するべき事項の１つである．

特に前述した物理実験機器資料のように，同時

期に輸入または生産・使用され，複数の学術機

関に分散されて所蔵している場合には，それら

を１つの資料の集合（学術資源群）として捉え，

非文献資料リポジトリ上で扱うことのできる仕

組みが，新たな学術的な解明を行うために有効

であると著者らは考える．そのためには，シス

テム間の連携機能と併せて，メタデータ記述方

法の標準化や，検索する際の情報単位・粒度の

統一を行う必要がある． 
	 さらに，本研究では非文献資料リポジトリの

重要な要件の１つとして，管理者と利用者双方

にとっての「使いやすさ」や低コストでの構築，

従来システムとの連携を目指す．その理由とし

て，大学における学術情報システムでは，構築

コストと併せて管理コストの低減が求められて

いること，維持管理を担当する担当職員が必ず

しも情報技術に詳しいとは限らないことが挙げ

られる． 
	 そして，非文献資料リポジトリの根源的な課

題である，「文献資料リポジトリ」との関係に

ついても考慮しなくてはならない．前述したよ

うに，大学所蔵資料における「文献」「非文

献」の境界は，組織構成や運用実態に大きく依

存している状況があり，資料学などの学術的根

拠に基づいた分類が十分に反映されているとは

言いがたい．将来的には学術資料として双方の

リポジトリを統合することが，理想的な学術資

料公開に繋がると考えられることから，本研究

では既存の文献資料リポジトリとの連携を想定

したシステムの構築を行った． 

表１ 定義したメタデータ項目と DCとの対応 
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３．２	 メタデータに関する従来研究 
	 文献・非文献を問わず学術資料情報の記述・

参照形式に関しては、これまで国際的に複数の

形式が提案されてきた。CIDOC/CRM は、資料

の情報カテゴリーを含む概念参照モデルであり、

オントロジにより各データ項目間の関係性につ

いて RDF を用いて記述する[6]。また、Dublin 
Core は、インターネット上における情報資源検
索・発見のためのメタデータ記述規則として定

義され[7]、title や creator など１５種の語彙
（プロパティ）から構成される。これらの概念

的な記述形式からより実務的な学術資料所蔵環

境の実情を反映した，資料情報記述モデルの定

義が試みられている。東京国立博物館の博物館

情報処理に関する調査研究チームは「ミュージ

アム資料情報構造化モデル」を策定した[8]。こ
のモデルは博物館・資料館での所蔵品の管理・

公開を目的としており、本研究においても非文

献資料のメタデータ項目設計において参考にし

た． 
 
３．３	 非文献資料メタデータの定義 
	 非文献資料リポジトリの構築を行う際には，

資料に関するメタデータをどのような形式で記

述・蓄積するのかが重要な課題である．本研究

では非文献資料の共通メタデータを定義し，各

項目をネットワーク上の文献等の情報記述を目

的に定義された Dublin Core メタデータ（以下，
DC）へ対応させることを試みた．その理由は以
下の３点である． 
１．	 DC は共通メタデータ形式として広く認知

されており，既に文献資料リポジトリで多

く用いられている． 
２．	 独自拡張語彙の定義など，非文献資料情報

の特性を反映した拡張が可能である． 
３．	 DC に対応した既存の文献資料リポジトリ

システムの改修や将来的な文献資料リポジ

トリとの統合が期待できる． 
	 表１に定義した非文献資料メタデータ項目の

一部に DC との対応を示す．さらに金沢大学資
料館所蔵の非文献資料４種について，記述例の

一部を表２および表３に示す．非文献資料メタ

データの DC への対応については，これまで複
数の研究が行われており，博物資料などの非文

献資料資料に対して DC の項目が満足に適合す

るかが問題とされてきた[9]．物理的な特性を有
する非文献資料に対してネットワーク上の情報

を記述することを想定して定義された DC を適
用するためには，独自拡張語彙など既存のエレ

メントの意味を合理的に拡張する必要がある．

本研究では，title および description を中心と
して拡張語彙を定義し，特に descriptionについ
ては，非文献資料に含まれる意味的な情報を注

記として記述し，分野や性質が異なる資料の情

報の差異を吸収する．また，１つの項目名に対

して複数の記述を許すことで，例えば複数の名

称を持つ資料や，複数の注記が必要な資料に対

応する． 
 
３．４	 システムの構築と公開 
	 提 案 し た 非 文 献 資 料 リ ポ ジ ト リ を

NetCommons2.3.2.0 ＋  WEKO1.5.0（以下，
WEKO）の環境において構築した [10]．CMS
（ Contents Management System）である
Netcommons 上で動作するリポジトリモジュー
ル WEKO を非文献資料リポジトリとして利用

するために，前述したメタデータ項目をデータ

セットとして設定した．さらに，資料情報詳細

画面における資料画像のサムネイル表示機能や

エクセルファイルからのデータ一括登録機能な

どを追加した．資料情報詳細表示画面を図１に

示す構築した非文献資料リポジトリを２０１１

年１１月に金沢大学資料館から正式公開をした

[11]．公開時点での掲載資料および資料点数は，
以下の通りである． 

l 石川師範学校写真資料 （164点） 
l 金沢大学医学図書館図面 （67点） 
l 金沢病院設計図（14点） 
l キノコ・ムラージュ標本（31点） 
l 第四高等学校物理実験機器（188点） 

 
４	 まとめ 
	 本研究では，大学所蔵資料を対象とした非文

献資料リポジトリの提案と構築を行った．構築

に際しては，大学所蔵非文献資料のためのメタ

データ項目を定義し，将来の横断検索を考慮し

た Dublin Core との対応を試みた．現時点での
課題としては，第一にさらに多くの種類・分野

の非文献資料を対象にしたメタデータ項目の定

義および検証が必要なことである．本報告では 
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表２	 title に対応したメタデータ項目（一部） 
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表 3	 description に対応したメタデータ項目（一部） 



４種の非文献資料の事例を挙げたが，大学博物

館が取り扱う資料は質・量とも膨大である．そ

れらを満足に表現するメタデータを設計するた

めには，大学所蔵資料の実態を調査し，体系的

な分類・整理から着手する必要がある．第二に，

文献資料リポジトリとの連携および横断検索の

実現である．複数の機関に分散している多様な

資料情報を情報システム上で統合し，学術資源

群として統一的に扱うことが学術的な観点から

も重要である．そのためにも，横断検索など情

報システム的な仕組みの整備と併せて，機関間

での情報・問題共有や学術資料共有に関するコ

ミュニティの結成など，ソフト面の充実を計る

ことが必要である．第三に，公開インタフェー

スの改善である．現時点では研究者などの学術

関係者の利用を想定した，最低限の資料情報公

開インタフェースである．しかし，一般市民を

対象にした生涯学習や児童への教育など，非専

門家に対しても学術情報の公開・利用を可能と

する仕組みが求められる． 
	 今後はこれらの課題についても，取り組んで

いく所存である． 
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図１	 資料情報詳細表示画面 
 
 


